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骨への照射量が 65 Gy 以上の下顎臼歯部抜歯では，









































































で，2012 年～ 2017 年の 1 か月の平均周術期口腔機
能管理初診患者数は 25 例であったが，2018 年～








































































療法患者は 1,842 例，放射線療法患者は 143 例），周
術期口腔機能管理実施割合は 15％，月平均患者数は
24 例であった．全身麻酔における周術期口腔機能管



































例，血液内科 61 例，頭頸部腫瘍センター 38 例，腫
瘍内科 34 例，呼吸器内科 7例の順に多かった．総
化学療法治療件数に対しての実施割合では，頭頸部
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